
鈴　

木　

正　

信

『
日
下
部
系
図
』
の
諸
本
に
つ
い
て
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は
じ
め
に

　

国
造
制
の
研
究
に
お
い
て
、
但
馬
国
の
日
下
部
氏
は
律
令
制
以
前
に
但
馬
国
造
に
任
命
さ
れ
た
氏
族（

1
（

、
あ
る
い
は
律
令
制
下
に
国

造
氏
に
認
定
さ
れ
た
氏
族（

2
（

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
こ
の
氏
族
は
養
父
郡
大
領
に
任
命
さ
れ
た
表う

わ

米し
ね

が
は
じ
め
て
日
下
部
姓

を
賜
わ
り
、
以
降
は
養
父
・
朝
来
両
郡
の
郡
司
や
国
造
兵
衛
を
輩
出
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
中
世
に
は
武
士
団
を
形
成
し
、
後
裔
は

八
木
姓
や
太
田
垣
姓
を
名
乗
っ
て
守
護
大
名
の
山
名
氏
の
配
下
で
活
躍
し
た
ほ
か
、
越
前
国
の
朝
倉
氏
を
分
出
し
た
こ
と
で
も
知
ら

れ
る
。

　

こ
の
日
下
部
氏
に
つ
い
て
は
、
古
代
の
関
係
史
料
が
少
な
く
、
従
来
は
『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」
や
、
粟
鹿
神
社

所
蔵
『
田
道
間
国
造
日
下
部
足
尼
家
譜
大
綱
』
な
ど
、
後
世
に
成
立
し
た
系
図
が
も
っ
ぱ
ら
利
用
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

の
系
図
そ
の
も
の
に
対
す
る
史
料
学
的
な
検
討
は
、
必
ず
し
も
十
分
に
行
わ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

し
か
も
、
前
述
の
『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」
は
日
下
部
氏
を
孝
徳
天
皇
の
後
裔
と
す
る
の
に
対
し
、『
田
道
間
国

造
日
下
部
足
尼
家
譜
大
綱
』
は
開
化
天
皇
の
後
裔
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
内
容
を
異
に
す
る
二
系
統
の
系
図
が
伝
来
し
た
理
由

に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
は
未
詳
と
さ
れ
て
き
た
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
上
記
の
う
ち
特
に
『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
成
立
事
情
と
記
載
内
容

の
特
徴
を
考
察
し
、
孝
徳
天
皇
後
裔
説
が
提
唱
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
を
探
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、
紙
幅
の
関
係
上
、
血
縁
関
係

を
図
示
す
る
こ
と
が
か
な
わ
な
か
っ
た
。『
続
群
書
類
従
』
を
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。

一　
『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
系
図
三
本
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『
続
群
書
類
従
』
に
は
、
日
下
部
氏
に
関
連
す
る
三
本
の
系
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
標
題
は
『
続
群
書
類
従
』

の
そ
れ
で
あ
る
が
、
内
容
を
よ
り
正
確
に
示
す
た
め
、
以
下
で
は
括
弧
内
の
よ
う
に
呼
称
す
る
。

　
　

・『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」　　
　
　
　
　
　
（『
日
下
部
系
図
』）

　
　

・『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」　　
　
　
　
　
　
（『
朝
倉
系
図
』）

　
　

・『
続
群
書
類
従
』
所
収
「
日
下
部
系
図
別
本
朝
倉
系
図
」　
（『
別
本
朝
倉
系
図
』）

　

こ
の
う
ち
『
日
下
部
系
図
』
は
、
冒
頭
に
孝
徳
天
皇
を
置
き
、
日
下
部
氏
の
始
祖
で
あ
る
表
米
を
孝
徳
天
皇
の
孫
と
し
、
表
米
の

子
に
都
牟
自
と
荒
島
を
挙
げ
、
後
者
の
系
統
が
中
世
ま
で
続
い
て
い
る
。
系
図
の
最
後
に
は
稲
津
安
光
と
い
う
人
物
が
置
か
れ
て
い

る
。
そ
の
四
代
前
の
俊
宗
か
ら
は
、
山
本
・
建た

き

屋の
や

・
広
瀬
・
石
和
田
・
太
田
垣
な
ど
の
諸
系
統
が
分
岐
し
て
お
り
、
中
に
は
安
光
よ

り
新
し
い
世
代
ま
で
記
載
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
お
お
む
ね
安
光
の
世
代
の
前
後
で
擱
筆
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、

詳
し
く
は
別
稿
で
取
り
上
げ
る
が（

3
（

、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
日
下
部
家
譜（

4
（

』・『
日
下
部
家
譜
大
綱（

5
（

』
に
よ
れ
ば
、
前
述
し
た

山
本
・
建
屋
・
広
瀬
・
太
田
垣
な
ど
の
系
統
は
、
さ
ら
に
続
い
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
人
物
を
記
載
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
す
れ
ば
、『
日
下
部
系
図
』
の
原
系
図
は
安
光
の
前
後
の
世
代
で
一
旦
成
立
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
付
近
に
は
年

紀
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
正
確
な
時
期
は
特
定
で
き
な
い
が
、
世
代
数
か
ら
し
て
お
よ
そ
十
四
世
紀
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

　

次
に
『
朝
倉
系
図
』
は
、
鎌
倉
時
代
の
高
清
と
い
う
人
物
か
ら
は
じ
ま
る
朝
倉
氏
の
系
図
で
あ
る
。
後
半
に
は
、
応
仁
の
乱
で
活

躍
し
た
第
七
代
当
主
の
孝
景
（
敏
景
）
や
、
戦
国
時
代
に
越
前
国
を
支
配
し
た
第
十
一
代
当
主
の
義
景
な
ど
を
記
載
し
、
そ
の
玄
孫

と
さ
れ
る
景
衡
で
擱
筆
し
て
い
る
。
景
衡
の
父
の
重
景
は
水
戸
藩
に
医
師
と
し
て
仕
え
、
母
方
の
姓
に
よ
り
大
橋
と
も
名
乗
っ
た
。

景
衡
は
父
の
医
業
を
継
ぐ
傍
ら
、
和
漢
の
書
に
精
通
し
て
『
本
朝
軍
器
考
集
古
図
説
』
な
ど
を
著
し
た
人
物
で
あ
る
。

　
『
朝
倉
系
図
』
の
冒
頭
に
置
か
れ
た
高
清
の
父
の
宗
高
は
、
前
述
し
た
『
日
下
部
系
図
』
に
も
見
え
て
い
る
。
そ
の
尻
付
に
は
、
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朝
倉
与
三
大
夫
。
朝
倉
系
図
一
巻
有
。

と
あ
り
、
最
初
に
朝
倉
姓
を
名
乗
っ
た
人
物
と
さ
れ
て
い
る
。『
日
下
部
系
図
』
で
は
宗
高
の
子
孫
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
系
図

の
末
尾
に
は
、
宗
高
を
含
む
九
人
の
人
名
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
宗
高
の
曾
孫
に
当
た
る
広
景
は
、
但
馬
国
か
ら
移
住
し
て

越
前
国
の
朝
倉
氏
の
祖
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
よ
っ
て
、『
日
下
部
系
図
』
の
宗
高
の
尻
付
に
見
え
る
「
朝
倉
系
図
一
巻
」
と
は
、

宗
高
の
子
の
高
清
か
ら
は
じ
ま
る
『
朝
倉
系
図
』
を
指
し
て
お
り
、『
日
下
部
系
図
』
末
尾
の
書
入
は
、
こ
れ
に
後
世
の
人
が
朝
倉

氏
の
世
系
を
つ
な
げ
よ
う
と
し
た
際
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
『
日
下
部
系
図
』
と
『
朝
倉
系
図
』
の
底
本
は
、『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」
で
あ
る（

6
（

。『
諸
家
系
図
纂
』（
全
三
〇
巻
）

は
、
徳
川
光
圀
の
命
に
よ
り
水
戸
彰
考
館
に
お
け
る
修
史
事
業
の
一
環
と
し
て
各
地
の
系
図
を
書
写
し
、
水
戸
藩
士
の
丸
山
可
澄
ら

が
編
集
を
行
っ
た
系
図
集
で
あ
る
。
凡
例
の
末
尾
に
は
、

　
　

元
禄
五
年
歳
次
壬
申
五
月
穀
旦
、
丸
山
可
澄
謹
識
。

と
あ
り
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
に
一
旦
完
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
以
降
も
し
ば
ら
く
追
補
が
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
『
諸
家
系
図
纂
』
に
は
「
日
下
部
系
図
」
と
題
す
る
孝
徳
天
皇
か
ら
稲
津
安
光
ま
で
の
系
図
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が

『
日
下
部
系
図
』
の
底
本
に
当
た
る
。
つ
づ
い
て
高
清
か
ら
景
衡
ま
で
を
記
し
た
無
題
の
系
図
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
『
朝

倉
系
図
』
の
底
本
に
当
た
る
。『
続
群
書
類
従
』
は
二
つ
を
別
個
の
系
図
と
し
て
掲
出
し
、
ど
ち
ら
に
も
「
日
下
部
系
図
」
と
の
標

題
を
付
し
て
い
る
が
、『
諸
家
系
図
纂
』
の
段
階
で
は
後
者
に
内
題
を
付
し
て
い
な
い
。
よ
っ
て
、
本
来
は
『
朝
倉
系
図
』
の
底
本

は
独
立
し
た
系
図
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
「
日
下
部
系
図
」
の
後
ろ
に
宗
高
以
降
の
世
系
を
別
掲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
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る
。

　
『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」
の
奥
書
に
は
、

　
　

以
二
浅
羽
家
蔵
本
一
写
之
。

と
あ
り
、
そ
の
底
本
は
『
浅
羽
本
系
図
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。『
浅
羽
本
系
図
』（
全
四
八
冊
）
と
は
、

江
戸
幕
府
の
書
物
奉
行
で
あ
っ
た
浅
羽
成
儀
が
原
型
を
作
り
、
成
儀
の
子
で
、
彰
考
館
に
勤
務
し
た
浅
羽
昌ま

さ

儀の
り

が
完
成
さ
せ
た
系
図

集
で
あ
る
。
昌
儀
は
延
宝
八
年
（
一
六
八
〇
）
か
ら
彰
考
館
に
勤
務
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
景
衡
所
有
の
系
図
が
水
戸
藩
を
経
て
昌

儀
に
提
供
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
ま
ず
十
四
世
紀
頃
に
『
日
下
部
系
図
』
の
原
系
図
が
成
立
し
、
そ
の
後
の
あ
る
段
階
で
末
尾
に
宗
高
ら
九
人

の
人
名
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
さ
ら
に
高
清
以
降
の
世
系
（
の
ち
の
『
朝
倉
系
図
』
に
相
当
す
る
）
が
別
掲
の
形
で
追
加
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

そ
れ
が
十
七
世
紀
後
半
頃
に
『
浅
羽
本
系
図
』
に
載
録
さ
れ
、
の
ち
に
『
諸
家
系
図
纂
』
を
経
て
、『
続
群
書
類
従
』
に
収
め
ら
れ

て
現
在
の
『
日
下
部
系
図
』
と
『
朝
倉
系
図
』
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
冒
頭
に
第
三
と
し
て
挙
げ
た
『
別
本
朝
倉
系
図
』
も
日
下
部
氏
と
そ
の
後
裔
の
朝
倉
氏
を
中
心
と
す
る
系
図
で
あ
る
。
孝

徳
天
皇
に
は
じ
ま
り
、
朝
倉
義
景
の
甥（

7
（

に
当
た
る
弘
景
で
終
わ
っ
て
い
る
。
底
本
は
『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
「
朝
倉
系
図
」
で
あ
る（

8
（

。

そ
の
奥
書
に
は
、

　
　

貞
享
乙
丑
、
以
二
醍
醐
水
本
報
恩
院
有
雅
僧
正
家
蔵
本
一
写
焉
。

と
あ
り
、
貞
享
二
年
（
一
六
八
五
）
に
醍
醐
寺
五
門
跡
の
一
つ
で
あ
る
報
恩
院
（
水
本
坊
）
の
有
雅
僧
正
が
所
蔵
し
て
い
た
写
本
を
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書
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　
『
別
本
朝
倉
系
図
』
と
『
日
下
部
系
図
』・『
朝
倉
系
図
』
と
の
間
に
は
、
人
名
の
表

記
や
世
系
に
若
干
の
異
同
が
見
受
け
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
『
別
本
朝
倉
系
図
』
は

『
日
下
部
系
図
』・『
朝
倉
系
図
』
を
合
わ
せ
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
高
清
以
降
の
世

系
（『
朝
倉
系
図
』
に
相
当
す
る
）
は
、『
別
本
朝
倉
系
図
』
で
は
宗
高
に
接
続
さ
れ
、
高

清
の
尻
付
に
、

　
　

朝
倉
太
郎
大
夫
入
道
。
朝
倉
与
三
大
夫
宗
高
子
。

と
あ
り
、
高
清
が
宗
高
の
子
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
「
朝
倉
系
図
」
の
底
本
に
当
た
る
「
有
雅
僧
正
家
蔵
本
」
が
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
書
写
さ
れ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、『
日
下
部
系
図
』・『
朝
倉

系
図
』
が
尻
付
を
漢
文
で
記
す
の
に
対
し
、『
別
本
朝
倉
系
図
』
は
仮
名
交
じ
り
文
で

記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
日
下
部
系
図
』・『
朝
倉
系
図
』
よ
り
も
『
別
本
朝
倉
系
図
』

の
方
が
新
し
く
成
立
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
『
別
本
朝
倉
系
図
』
は
、『
日

下
部
系
図
』
の
原
系
図
と
高
清
以
降
の
世
系
（
の
ち
の
『
朝
倉
系
図
』
に
相
当
す
る
）
を
、

独
自
の
考
証
に
も
と
づ
い
て
接
合
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、『
日
下
部
系
図
』・『
朝
倉
系
図
』・『
別
本
朝
倉
系
図
』
の
関
係

を
整
理
す
る
な
ら
ば
、【
図
】
の
よ
う
に
な
る
。

　

な
お
、
上
記
の
三
本
以
外
に
も
、
日
下
部
氏
・
朝
倉
氏
に
関
連
す
る
系
図
は
多
く
残

日下部系図
　（日下部系図）
日下部系図
　（朝倉系図）
日下部系図別本朝倉系図
　（別本朝倉系図）  

日下部系図

朝倉系図

日下部系図

有雅僧正家蔵本

（続群書類従）  （諸家系図纂）（浅羽本系図）

原系図

【図】『日下部系図』・『朝倉系図』・『別本朝倉系図』の関係略図

 ＊棒線は奥書による。点線は推定を示す。太字は現存を示す。
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さ
れ
て
い
る
。
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
粟
鹿
神
社
所
蔵
『
日
下
部
系
并
朝
倉
家
譜
考（

9
（

』、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
諸
家

系
図
』
所
収
「
日
下
部
姓
朝
倉
系
図（

（1
（

」、
同
所
蔵
『
土
佐
諸
家
系
図
』
所
収
「
朝
倉
系
図（

（（
（

」、
同
所
蔵
「
朝
倉
系
図（

（1
（

」、
同
所
蔵
『
藤

家
朝
倉
系
図（

（1
（

』、
同
所
蔵
『
大
系
図
後
集
』
所
収
「
日
下
部
姓
系
図（

（1
（

」、
京
都
大
学
壬
生
文
庫
所
蔵
『
朝
倉
家
譜（

（1
（

』、
東
北
大
学
狩
野

文
庫
所
蔵
「
日
下
部
系
図（

（1
（

」、
称
念
寺
所
蔵
『
朝
倉
系
図（

（1
（

』・『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
所
収
「
朝
倉
系
図（

（1
（

」、『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
所

収
「
朝
倉
系
図（

（1
（

」、『
系
図
纂
要
』
所
収
「
日
下
部
朝
臣
姓
系
図（

11
（

」
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
孝
徳
天
皇
を
冒
頭

に
置
く
点
で
『
日
下
部
系
図
』
と
同
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
よ
り
後
に
成
立
し
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は

詳
し
い
検
討
は
割
愛
す
る
。

　

二　
『
日
下
部
系
図
』
に
お
け
る
古
代
部
分
の
改
変

　

次
に
、『
日
下
部
系
図
』
と
『
別
本
朝
倉
系
図
』
の
古
代
部
分
に
着
目
し
た
い
。
前
者
は
、
日
下
部
氏
の
始
祖
と
さ
れ
る
表
米
を

孝
徳
天
皇
の
孫
（
有
馬
皇
子
の
子
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
尻
付
に
は
、

養
父
郡
大
領
。
天
智
天
皇
御
宇
、
異
賊
襲
来
時
、
為
二

防
戦
大
将
一。
賜
二

日
下
部
姓
一。
於
二

戦
場
一、
被
レ

退
二

忽
異
賊
一。
朱
雀
元

年
甲
申
三
月
十
五
日
卒
。
朝
来
郡
久
世
田
荘
賀
納
岳
奉
レ
祝
二
表
米
大
明
神
一。

と
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
天
智
朝
（
六
六
二
〜
六
七
二
）
に
「
異
賊
」
が
襲
来
し
た
際
に
「
防
戦
大
将
」
に
任
命
さ
れ
た
と
い
う
点
に

つ
い
て
は
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
四
年
（
六
五
八
）
十
一
月
庚
寅
条
に
、

　
　

遣
二
丹
比
小
沢
連
国
襲
一、
絞
二
有
間
皇
子
於
藤
白
坂
一。
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と
あ
り
、
か
り
に
有
馬
皇
子
の
死
去
の
前
後
に
表
米
が
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
天
智
朝
に
は
数
え
年
で
五
〜
十
五
歳
に
過
ぎ
ず
、
そ

う
し
た
若
年
の
人
物
が
「
防
戦
大
将
」
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
天
智
朝
に
お
け
る
「
異
賊
」
の
襲
来
は

『
日
本
書
紀
』
な
ど
に
見
え
ず
、
史
実
と
も
思
わ
れ
な
い
の
で
あ
り
、
後
掲
す
る
『
朝
倉
始
末
記
』
な
ど
中
世
以
降
に
成
立
し
た
伝

承
に
も
と
づ
い
て
加
筆
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

一
方
、『
別
本
朝
倉
系
図
』
で
は
表
米
を
孝
徳
天
皇
の
子
（
有
馬
皇
子
の
弟
）
と
し
て
い
る
。
そ
の
尻
付
に
は
、

　
　

難
波
ノ
朝
廷
戊
申
年
、
養
父
郡
ノ
大
領
ニ
補
任
セ
ラ
ル
。
在
任
三
年
。

と
あ
る
。
こ
の
「
難
波
ノ
朝
廷
戊
申
年
」
は
大
化
四
年
（
六
四
八
）
に
当
た
る
が
、『
日
本
書
紀
』
斉
明
四
年
（
六
五
八
）
十
一
月
庚

寅
条
或
云
に
は
、

有
間
皇
子
曰
、
先
燔
二

宮
室
一、
以
二

五
百
人
一、
一
日
両
夜
、
邀
二

牟
婁
津
一、
疾
以
二

船
師
一、
断
二

淡
路
国
一。
使
レ

如
二

牢
圄
一、
其
事

易
レ

成
。
或
人
諌
曰
、
不
レ

可
也
。
所
レ

計
既
然
、
而
無
レ

徳
矣
。
方
今
皇
子
、
年
始
十
九
。
未
レ

及
二

成
人
一。
可
下

至
二

成
人
一、
而

待
中
其
徳
上
。

と
あ
り
、
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
有
馬
（
有
間
）
皇
子
は
斉
明
四
年
に
十
九
歳
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
舒
明
十
二
年
（
六
四
〇
）
に

生
ま
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
と
す
る
な
ら
ば
、
有
馬
皇
子
の
出
生
の
す
ぐ
後
に
表
米
が
生
ま
れ
た
と
し
て
も
、
大
化
四
年
に
は
数

え
年
で
九
歳
で
あ
り
、
そ
の
歳
で
養
父
郡
大
領
に
任
命
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
日
下
部
系
図
』・『
別
本
朝
倉
系
図
』
の
い
ず
れ
も
、
表
米
の
世
系
と
尻
付
の
記
載
内
容
が
系
図
の
内
部
で
す
で
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に
矛
盾
を
き
た
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
矛
盾
が
生
じ
た
の
は
、
日
下
部
氏
の
系
譜
が
本
来
的
に
は
孝
徳
天
皇
と
は
無
関
係
に
存
在
し

て
お
り
、
両
者
が
後
次
的
に
結
び
付
け
ら
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、
永
禄
十
二
年
（
一
五
六
九
）
成
立
の
京
都
大
学
壬
生
文
庫
所
蔵
『
朝
倉
家
譜
』（
前
述
）
徳
岩
宗
祐
正

左
衛
門
遠
江
守
高
景
の
尻
付
に
、

　
　

景
ノ
字
ヲ
当
家
ニ
付
事
ハ
、
一
説
ニ
朝
倉
ハ
人
皇
十
二
代
景
行
天
皇
ノ
子
孫
ノ
故
ニ
付
也
ト
ア
リ
。
是
ハ
玉
岩
ノ
説
也
。

と
あ
り
、
孝
徳
天
皇
後
裔
説
と
は
ま
た
別
に
、
朝
倉
氏
を
景
行
天
皇
の
子
孫
と
す
る
説
が
存
在
し
た
こ
と
で
あ
る
。「
玉
岩
」
と
は

慈
視
院
玉
岩
光
玖
を
指
し
て
お
り
、
朝
倉
孝
景
の
弟
に
当
た
る
。
こ
の
景
行
天
皇
後
裔
説
は
、
朝
倉
氏
が
「
景
」
を
通
字
と
し
た
こ

と
に
よ
る
後
付
け
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
説
は
玉
岩
光
玖
だ
け
が
主
張
し
て
い
た
の
で
は
な
い
。

　

た
と
え
ば
、
十
六
世
紀
後
半
頃
に
成
立
し
た
『
賀
越
闘と

う

諍じ
よ
う

記（
1（
（

』
一
「
本
願
寺
門
徒
越
前
国
ニ
繁
昌
之
事
」
に
は
、

爰
ニ
前
ノ
越
前
之
国
主
武
衛
ノ
時
代
畢
テ
、
文
明
三
年
以
来
、
景
行
天
王
ノ
苗
裔
、
日
本
ノ
将
軍
ノ
後
胤
、
朝
倉
弾
正
左
衛
門

尉
日
下
部
朝
臣
孝
景
英
林
寺
、
当
国
草
創
ノ
時
、（
略
）

と
あ
り
、
天
正
五
年
（
一
五
七
七
）
成
立
の
『
越
州
軍
記
』
三
「
越
前
国
朝
倉
累
代
守
護
之
事（

11
（

」
に
も
、

於
是
、
文
明
三
年
甲
戌
三
月
下
旬
ニ
、
景
行
天
王
ノ
苗
裔
、
日
本
将
軍
ノ
後
胤
、
朝
倉
弾
正
左
衛
門
尉
日
下
部
朝
臣
孝
景
、
越

州
ヲ
討
捕
テ
従よ

り

来
こ
の
か
た、

英
林
寺
嫡
男
子
春
寺
氏
景
・
其
嫡
男
天
沢
寺
貞
景
・
其
嫡
男
性
安
寺
孝
景
・
其
嫡
男
左
衛
門
督
義
景
、

相
続
シ
テ
治ツ
レ
国ヲ
（
略
）
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と
あ
る
。
文
明
三
年
（
一
四
七
一
）
と
は
ま
さ
に
応
仁
の
乱
（
一
四
六
七
〜
七
七
）
の
最
中
で
あ
り
、
西
軍
に
属
し
て
活
躍
し
て
い
た

朝
倉
孝
景
が
東
軍
に
突
然
寝
返
り
、
五
月
に
は
足
利
義
政
か
ら
越
前
国
守
護
職
補
任
の
御
内
書
と
、
細
川
勝
元
の
管
領
副そ

え

状じ
よ
うが

下
付

さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
れ
を
機
に
朝
倉
氏
は
越
前
国
の
平
定
を
推
し
進
め
、
以
降
約
百
年
に
わ
た
っ
て
同
国
に
君
臨
す
る
こ
と
と
な

っ
た
。
上
記
の
記
事
で
は
、
そ
れ
ま
で
越
前
国
を
治
め
て
い
た
「
武
衛
」（
斯
波
氏
）
の
時
代
が
終
わ
り
、
文
明
三
年
か
ら
朝
倉
氏

が
越
前
国
を
支
配
し
て
き
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
朝
倉
氏
を
景
行
天
皇
の
後
裔
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
景

行
天
皇
後
裔
説
は
少
な
く
と
も
十
五
世
紀
後
半
頃
か
ら
存
在
し
て
お
り
、『
賀
越
闘
諍
記
』
や
『
越
州
軍
記
』
が
成
立
し
た
十
六
世

紀
後
半
頃
ま
で
広
く
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、『
朝
倉
始
末
記
』（
流
布
本（

11
（

）
巻
第
一
「
朝
倉
家
由
来
之
事
」
に
は
、

孝
徳
天
皇
ノ
皇
子
表
米
親
王
ト
申
セ
シ
ハ
、
曩
歳
異
賊
襲
来
ノ
時
、
其
ノ
子
荒
島
ノ
王
ト
共
ニ
詔
ヲ
蒙
テ
但
馬
ノ
海
ニ
出
、
一

戦
敵
ヲ
靡
ケ
テ
帰
京
ノ
時
、
叡
感
殊
ニ
甚
ク
但
馬
ノ
国
朝
倉
郡
大
領
ト
シ
テ
始
テ
日
下
部
ノ
姓
ヲ
ソ
賜
リ
ケ
ル
。
其
苗
裔
朝
倉

太
郎
大
夫
高
清
ニ
八
代
ノ
後
胤
朝
倉
孫
右
衛
門
広
景
ト
云
人
ア
リ
。（
略
）

と
あ
る
。『
朝
倉
始
末
記
』
は
朝
倉
氏
の
発
祥
か
ら
滅
亡
ま
で
を
記
し
た
軍
記
物
語
で
あ
り
、
朝
倉
氏
の
旧
臣
が
『
賀
越
闘
諍
記
』・

『
越
州
軍
記
』
な
ど
を
取
捨
選
択
し
て
再
編
成
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
『
賀
越
闘
諍
記
』・『
越
州
軍
記
』
と
は

異
な
り
、
朝
倉
氏
を
孝
徳
天
皇
の
後
裔
と
す
る
説
が
登
場
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
永
禄
三
年
（
一
五
六
〇
）
に
成
立
し
た
『
赤
淵
大
明
神
縁
起（

11
（

』
に
も
、

孝
徳
天
皇
王
子
一
人
御
坐
、
号
二

表
米
宮
一。（
略
）
氏
為
二

日
下
部
一、
紋
二

御
簾
紋
木
瓜
一

定
二

幡は
た

注じ
る
し

一

也
。
孝
徳
天
王
之
王
子
故
、
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書
二
日
下
一、
而
云
二
日
下
部
一。（
略
）

と
あ
る
。
赤
淵
神
社
は
但
馬
国
朝
来
郡
の
式
内
小
社
で
あ
り
、
古
来
よ
り
日
下
部
氏
が
奉
祭
し
て
い
た
。
朝
倉
氏
も
こ
れ
を
氏
神
と

し
て
崇
敬
し
、
一
乗
谷
の
朝
倉
館
内
や
赤
淵
地
区
な
ど
に
勧
請
し
た
。
こ
の
一
乗
谷
の
赤
淵
神
社
に
奉
納
す
る
た
め
、
朝
倉
義
景
が

大
円
山
心
月
寺
の
才
応
総
芸
に
命
じ
て
編
纂
さ
せ
た
も
の
が
『
赤
淵
大
明
神
縁
起
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
も
や
は
り
孝
徳
後
裔
説
が
見

え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
孝
徳
天
皇
後
裔
説
は
『
朝
倉
始
末
記
』
や
『
赤
淵
大
明
神
縁
起
』
が
ま
と
め
ら
れ
た
十
六
世
紀
後

半
頃
に
、
朝
倉
氏
の
周
辺
で
創
出
さ
れ
、
そ
の
後
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
前
述
し
た
『
日
下
部
系
図
』・『
別
本
朝
倉

系
図
』
な
ど
を
は
じ
め
と
し
て
、
孝
徳
天
皇
を
冒
頭
に
置
く
系
図
が
い
ず
れ
も
朝
倉
氏
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
も
そ
の
こ
と
を
示
し

て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

孝
徳
天
皇
が
持
ち
出
さ
れ
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が（

11
（

、『
別
本
朝
倉
系
図
』
な
ど
で
は
表
米
が
孝
徳
天
皇
の
時
代
に

0

0

0

0

0

0

0

0

養
父
郡
大
領

に
任
命
さ
れ
た
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
が
後
世
に
孝
徳
天
皇
の
子
・
孫
と
し
て
誤
伝
さ
れ
た
と
も
思
わ
れ
る
。
あ
る
い
は
、『
日

本
書
紀
』
大
化
二
年
（
六
四
六
）
三
月
辛
巳
条
に
は
、

其
紀
麻
利
耆
拕
臣
所
レ

犯
者
、
使
二

人
於
朝
倉
君
・
井
上
君
一、
二
人
之
所
、
而
為
牽
二

来
其
馬
一

視
之
。
復
使
二

朝
倉
君
作
一レ

刀
。

復
得
二
朝
倉
君
之
弓
布
一。（
略
）
別
塩
屋
鯯
魚
〈
鯯
魚
、
此
云
二
挙
能
之
盧
一。〉・
神
社
福
草
・
朝
倉
君
・
椀
子
連
・
三
河
大
伴
直
・

蘆
尾
直
、〈
四
人
並
闕
レ
名
。〉
此
六
人
、
奉
レ
順
二
天
皇
一。
朕
深
讃
二
美
厥
心
一。

と
あ
り
、
孝
徳
天
皇
か
ら
賞
さ
れ
た
朝
倉
君
氏
（
欠
名
）
が
見
え
る
。
こ
の
朝
倉
君
氏
は
上
野
国
那
波
郡
朝
倉
郷
を
本
拠
と
す
る
氏

族
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
越
前
国
の
朝
倉
氏
と
は
無
関
係
で
あ
る
が
、
後
世
の
人
が
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す
る
こ
の
朝
倉
君
氏
を
、
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の
ち
の
越
前
国
の
朝
倉
氏
に
つ
な
が
る
人
物
と
誤
解
し
た
と
の
見
方
も
あ
る（

11
（

。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
中
世
に
立
ち
現
れ
て
き
た
言
説
の
中
で
、
日
下
部
氏
の
始
祖
と
さ
れ
る
表
米
が
景
行
天
皇
や
孝
徳
天
皇
に
結

び
付
け
ら
れ
た
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
述
し
た
『
日
下
部
系
図
』
の
原
系
図
は
十
四
世
紀
頃
に
成
立
し
て
い

た
と
推
定
さ
れ
る
が
、
表
米
を
孝
徳
天
皇
の
孫
と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
十
六
世
紀
後
半
以
降
の
人
の
考
証
に
も
と
づ
く
改
変
が
加

え
ら
れ
て
お
り
、
原
系
図
段
階
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
は
遡
り
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

結　

語

　

本
稿
で
は
、
古
代
に
お
け
る
日
下
部
氏
の
実
態
を
検
討
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、
孝
徳
天
皇
を
冒
頭
に
置
く
『
日
下
部
系
図
』・

『
朝
倉
系
図
』・『
別
本
朝
倉
系
図
』
の
成
立
事
情
や
記
載
内
容
の
特
徴
を
考
察
し
、
系
統
関
係
の
復
元
を
行
っ
た
。
論
旨
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

・『
日
下
部
系
図
』
の
原
系
図
は
、
十
四
世
紀
頃
に
一
旦
成
立
し
て
い
た
。
そ
の
後
の
あ
る
段
階
で
末
尾
に
宗
高
ら
九
人
の
人

名
が
書
き
入
れ
ら
れ
、
つ
づ
い
て
高
清
以
下
の
系
図
（
の
ち
の
『
朝
倉
系
図
』
に
相
当
す
る
）
が
別
掲
の
形
で
追
加
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
そ
れ
が
十
七
世
紀
後
半
頃
に
『
浅
羽
本
系
図
』
に
載
録
さ
れ
、『
諸
家
系
図
纂
』
を
経
て
、『
続
群
書
類
従
』
に
収

め
ら
れ
て
現
在
の
『
日
下
部
系
図
』
と
『
朝
倉
系
図
』
に
な
っ
た
。

・『
別
本
朝
倉
系
図
』
は
、『
日
下
部
系
図
』
の
原
系
図
と
高
清
以
降
の
世
系
（
の
ち
の
『
朝
倉
系
図
』
に
相
当
す
る
）
を
、
独
自

の
考
証
に
も
と
づ
い
て
接
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
十
五
世
紀
後
半
頃
か
ら
十
六
世
紀
後
半
頃
ま
で
は
、
日
下
部
氏
を
景
行
天
皇
の
後
裔
と
す
る
説
が
広
く
語
ら
れ
て
お
り
、
十

六
世
紀
後
半
頃
に
、
孝
徳
天
皇
の
後
裔
と
す
る
説
が
越
前
国
の
朝
倉
氏
の
周
辺
で
創
出
さ
れ
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
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・『
日
下
部
系
図
』
や
『
別
本
朝
倉
系
図
』
は
孝
徳
天
皇
後
裔
説
を
採
用
し
、
日
下
部
氏
の
始
祖
で
あ
る
表
米
を
後
次
的
に
孝

徳
天
皇
に
結
び
付
け
た
た
め
、
系
図
内
部
で
明
白
な
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
よ
っ
て
、
こ
の
点
は
十
六
世
紀
後
半

以
降
の
人
の
考
証
に
も
と
づ
く
改
変
で
あ
り
、
原
系
図
段
階
お
よ
び
そ
れ
以
前
に
は
遡
り
得
な
い
。

　

以
上
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
系
図
三
本
の
中
で
は
、
そ
の
原
系
図
の
記
載
内
容
を
最
も
忠
実
に
継
承
し

て
い
る
『
日
下
部
系
図
』（
も
し
く
は
、
そ
の
底
本
と
さ
れ
た
『
浅
羽
本
系
図
』
所
収
「
日
下
部
系
図
」
お
よ
び
『
諸
家
系
図
纂
』
所
収
「
日

下
部
系
図
」）
を
利
用
す
る
の
が
穏
当
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
際
に
は
、
後
世
の
改
変
部
分
に
十
分
に
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
。

　

一
方
、
表
米
を
日
下
部
氏
の
始
祖
と
す
る
点
、
表
米
の
子
を
都
牟
自
・
荒
島
の
兄
弟
と
す
る
点
、
荒
島
の
子
の
中
で
も
治
長
の
系

統
が
中
世
以
降
へ
続
い
て
い
っ
た
と
す
る
点
や
、
都
牟
自
・
荒
島
が
そ
れ
ぞ
れ
養
父
郡
・
朝
来
郡
の
大
領
・
少
領
（
長
官
・
次
官
）

に
任
命
さ
れ
た
年
紀
（
干
支
）
な
ど
は
、
後
世
の
手
が
加
え
ら
れ
た
痕
跡
が
確
認
さ
れ
ず
、
諸
本
の
間
で
大
き
な
相
違
が
生
じ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
日
下
部
氏
の
祖
先
伝
承
の
中
核
を
な
す
部
分
で
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
原
系
図
段
階
へ
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
を
残
し

て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
粟
鹿
神
社
所
蔵
『
田
道
間
国
造
日
下
部
足
尼
家
譜
大
綱
』
や
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
『
日
下
部
家
譜
』・『
日
下
部
家
譜
大
綱
』
と
の
比
較
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、
詳
細
は
別
稿
を
予
定
し
て
い
る
の
で（

11
（

、
そ

ち
ら
に
譲
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

註

　
（
1
）　

太
田
亮
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』（
姓
氏
家
系
大
辞
典
刊
行
会
、
一
九
三
四
〜
三
六
年
）「
日
下
部
」
の
項
、
石
田
松
蔵
『
但
馬
史
』
一
（
の

じ
ぎ
く
文
庫
、
一
九
七
二
年
）、
直
木
孝
次
郎
「
文
献
に
み
え
る
各
地
域
の
豪
族
」（
兵
庫
県
史
編
集
委
員
会
編
『
兵
庫
県
史
』
一
、
兵

庫
県
、
一
九
七
四
年
）、
桜
井
勉
編
『
校
補
但
馬
考
』（
臨
川
書
店
、
一
九
七
六
年
）、
石
田
善
人
「
但
馬
と
天
皇
家
」（
出
石
町
史
編
集

委
員
会
編
『
出
石
町
史
』
一　

通
史
編
上
、
出
石
町
、
一
九
八
四
年
）、
鷺
森
浩
幸
「
名
代
日
下
部
の
成
立
と
展
開
」（『
市
大
日
本
史
』
三
、
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二
〇
〇
〇
年
）、
宿
南
保
「
律
令
制
の
社
会
と
和
田
山
」（
和
田
山
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
和
田
山
町
史
』
上
、
和
田
山
町
、
二
〇
〇
四
年
）

な
ど
。

　
（
2
）　

篠
川
賢
「
律
令
制
下
の
国
造
」（『
日
本
古
代
国
造
制
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
）、
同
「『
粟
鹿
大
明
神
元
記
』
の
「
国
造
」」

（『
日
本
常
民
文
化
紀
要
』
三
三
、
二
〇
一
八
年
）、
紅
林
怜
「
但
馬
君
氏
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（
加
藤
謙
吉
編
『
日
本
古
代
の
王
権
と

地
方
』
大
和
書
房
、
二
〇
一
五
年
）、
同
「
但
馬
君
氏
と
但
馬
国
の
有
力
氏
族
」（『
常
民
文
化
』
三
九
、
二
〇
一
六
年
）。

　
（
3
）　

拙
稿
「『
日
下
部
家
譜
大
綱
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」（
篠
川
賢
編
『
日
本
古
代
の
氏
と
系
譜
』
雄
山
閣
、
二
〇
一
九
年
三
月
刊
行
予
定
）。

　
（
4
）　

請
求
記
号
二
〇
七
五
―
三
八
八
。

　
（
5
）　

請
求
記
号
二
〇
七
五
―
四
〇
七
。

　
（
6
）　
『
群
書
解
題
』
第
三
下
。

　
（
7
）　
『
群
書
解
題
』
は
義
景
の
孫
と
す
る
が
、『
別
本
朝
倉
系
図
』
で
は
義
景
の
甥
と
な
っ
て
い
る
。

　
（
8
）　
『
群
書
解
題
』
第
三
下
。

　
（
9
）　

兵
庫
県
史
編
集
専
門
委
員
会
編
『
兵
庫
県
史
』
史
料
編
古
代
一
（
兵
庫
県
、
一
九
八
四
年
）
に
冒
頭
部
分
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
同

書
の
解
題
に
よ
れ
ば
、『
日
下
部
系
図
』・『
朝
倉
系
図
』・『
別
本
朝
倉
系
図
』
と
同
系
統
と
推
定
さ
れ
る
。

　
（
10
）　

請
求
番
号
四
一
七
五
―
一
三
。

　
（
11
）　

請
求
番
号
二
〇
五
七
―
八
三
六
。

　
（
12
）　

請
求
記
号
四
一
七
五
―
八
三
。

　
（
13
）　

請
求
番
号
二
〇
七
五
―
一
一
二
三
。

　
（
14
）　

請
求
番
号
二
〇
七
五
―
二
二
四
。

　
（
15
）　

松
原
信
之
「
壬
生
本
朝
倉
家
譜
」（『
越
前
朝
倉
氏
の
研
究
』
三
秀
舎
、
二
〇
〇
八
年
）
所
収
。

　
（
16
）　

配
架
番
号
三
―
六
一
九
六
―
一
。

　
（
17
）　

松
原
信
之
『
越
前
朝
倉
氏
と
心
月
寺
』（
心
月
寺
、
一
九
七
三
年
）
所
収
。

　
（
18
）　

斎
木
一
馬
・
林
亮
勝
・
橋
本
政
宣
校
訂
『
寛
永
諸
家
系
図
伝
』
一
〜
十
五
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
八
〇
〜
九
四
年
）。
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（
19
）　

高
柳
光
寿
ほ
か
編
『
新
訂
寛
政
重
修
諸
家
譜
』
一
〜
二
二
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
六
四
〜
六
六
年
）。

　
（
20
）　

岩
沢
愿
彦
監
修
『
新
版
系
図
纂
要
』
一
〜
十
五
（
名
著
出
版
、
一
九
九
六
〜
九
九
年
、
初
版
一
九
七
三
〜
七
七
年
）。

　
（
21
）　

末
尾
に
永
禄
五
年
（
一
五
六
二
）
の
年
紀
が
見
え
る
。『
朝
倉
始
末
記
』
一
・
二
（
笠
原
一
男
・
井
上
鋭
夫
編
『
日
本
思
想
大
系
17　

蓮
如
・
一
向
一
揆
』
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
）
所
収
。

　
（
22
）　
『
朝
倉
始
末
記
』
三
〜
六
（
笠
原
一
男
・
井
上
鋭
夫
編
『
日
本
思
想
大
系
17　

蓮
如
・
一
向
一
揆
』
前
掲
）
所
収
。

　
（
23
）　
『
改
定
史
籍
集
覧
』
所
収
。

　
（
24
）　

福
井
県
立
図
書
館
松
平
文
庫
所
蔵
（
資
料
番
号
〇
〇
五
三
〇
）。

　
（
25
）　

石
田
松
蔵
は
「
後
世
に
な
っ
て
そ
の
出
自
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
孝
徳
天
皇
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て

は
言
及
し
て
い
な
い
。
石
田
松
蔵
『
但
馬
史
』
一
（
前
掲
）
三
二
頁
。

　
（
26
）　
『
国
史
大
辞
典
』「
朝
倉
氏
」
の
項
（
井
上
鋭
夫
執
筆
）。

　
（
27
）　

拙
稿
「『
日
下
部
家
譜
大
綱
』
の
諸
本
に
つ
い
て
」（
前
掲
）。
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